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音と彫刻による環境造形・パブリックアートの提案

音と彫刻による環境造形・パブリックアートの提案　「作家による作品説明」

2008年 1月 18日（金）ー 2008年 4月 8日（火）
vol.6 Environmental forming by sound and sculpture

9:00 - 17:00

オブセコンテンポラリープレスリリース030908

音響作家のクリストフ・シャルル氏は、2007 年 7月に小布施にて環境探索及び環境音のサンプリングをしていただき、
小布施の街路に流れる循環の楽曲を設置するという、音響のパブリックアートとして、その楽曲と設置計画の詳細を展示・
提案しています。作家の示す「静寂もしくは空間を表現するための音」が、小布施という街路で、街の鼓動のように律
動する環境作品を提案しています。
彫刻家の藤井浩一朗氏の、小布施町の調査から構想される今回のプランニングでは、澄み渡った大気と街並が、作品自
体のミラー曲面に映り込みながら環境に溶ける設置計画の幾つかを展開しています。
この新しい作品の実現は、自らの造形を誇示するというよりも、移動する人波と季節の変化を柔らかく映し出し、時に
は雨に濡れ、雪を乗せて、歴史と記憶の町づくりをなされている小布施の今と未来をあるがままに見つめられる環境を
提案しています。

芸術作品の帰結（在るべき場所）は、画廊・美術館ではなく、社会的に機能し、社会に貢献すべきであると考え、企画
参加作家は、作品の最終形態を千曲川ハイウェイミュージアムという箱から離れることを前提に、小布施という場所・
環境のリサーチから制作を取り組み、小布施町という環境にいかにフィットさせるかという問いを前提として作品制作
を行いました。
つきましては、作家両氏より、作品説明を行っていただきます。
主催者側は勿論、観客の方にも、公開いたしますので、お気軽に足をお運びください。

期日 : 3月29日（土曜日）午後１時より
   於 : 千曲川ミュージアム企画展示室


